
 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：２月２３日（土）  
午後２時３０分～（開場午後１時４５分） 

会 場：庄内町 余目第四公民館 ホール 
山形県東田川郡庄内町南野十八軒21-1 

      TEL 0234-44-2162 

参加料：無 料 

★ 講  演（午後２時３０分～午後４時） 

京都府立大学 教授 宗田好史 氏  

演 題 「なぜイタリアの村は美しく元気なのか」 

★ パネルディスカッション（午後４時～午後５時３０分） 
コーディネーター  

東北公益文科大学 准教授 温井亨 氏 
パネラー    

京都府立大学 教授 宗田好史 氏 
        山形県グリーン・ツーリズム推進協議会 会長 庄司祐子 氏 

（穂波街道 緑のイスキア オーナー） 

        月山の恵みの里庄内交流推進協議会 会長 髙梨美代子 氏（庄内町） 
        農 業 者               齋藤 智幸 氏（庄内町） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催 月山の恵みの里庄内交流推進協議会 
問合せ先：事務局 小林 090-1450-1124 

宗田好史氏 プロフィ－ル 

１９５６年浜松市生まれ。法政大学工学部建築学科、同大学院を経て、イタリア・ピサ大学・
ローマ大学大学院にて都市・地域計画学を専攻、歴史都市再生政策の研究で工学博士（京都大
学）。国際連合地域開発センターを経て、１９９３年より京都府立大学准教授、２０１２年より
同教授。国際記念物遺産会議（ICOMOS）国内委員会理事、京都府農業会議専門委員、京都市
景観まちづくりセンター理事、(特)京町家再生研究会副理事長などを併任。東京文化財研究所客
員研究員、国立民族学博物館共同研究員などを歴任。 
著書に『なぜイタリアの村は美しく元気なのか ～市民のスロー志向に応えた農村の選択～』『に
ぎわいを呼ぶイタリアのまちづくり』『中心市街地の創造力』『創造都市のための観光振興』（い
ずれも学芸出版社）などがある。 


